
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

38 ％

55 ％

7 ％

市民からみた計画の進捗状況

・Ａ判定（改善傾向）

・Ｂ判定（停滞）

・Ｃ判定（悪化傾向）

まちづくり指標
指標の
めざす
方向

教員は資質が確保され意欲がある

施策名 教師力の向上を図る No.34

H22 H23

現状値 実績値

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

―関係課

平成28年度
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教師の力量、言動、生き方は、直接、児童生徒に反映し、人格形成に大きな影響を与えている。専門職としての自覚と教育的愛情を持
ち、教育内容や指導の研究と修養に努め、実践的な指導力を身につけた教師が求められている。

現状評価 Ａ 「先生を信頼できると思う子どもの割合」（小学校）の数値は上昇傾向にあり、「先生を信頼できる保護
者の割合」とともに、目標値に迫る値となっている。他の指標については、いずれも目標値に達してお
り、全体としては目指すべき姿に向かって推移している。

改善傾向

先生を信頼できると思う子どもの割合（％）

長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

評価

次年度の
改善計画

②中学校

教職に対してやりがいがあると思う教員の割合（％）

先生を信頼できると思う保護者の割合（％）

①小学校

評価がＢ・Ｃの場

38％ 55％ 7％

Ａ Ｂ Ｃ


